
社会資本総合整備計画　事後評価

橿原市今井地区における環境整備及び
景観向上による魅力あるまちづくり

平成26年5月

奈良県 橿原市



　評価結果のまとめ
都道府県名 千円

計画名

計画目標

8-A1 移行・継続

8-A2 移行・継続

8-C1

8-C2

8-C3

H25末 あり なし

％ 20% △ ●

％ 46% △ ●

　※達成度　　○ ：評価値が目標値を達成、あるいは上回った場合　　　△ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合　　× ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合

１）事業の実施状況

　環濠集落であり国際的にも重要な伝統的建造物群を有する今井町の環境保全及び住民の交通安全対策を図る道路整備と併せて、無電柱化を実施し、景観向上を図り、より魅力あるまちづくりを
行い、観光に寄与する。

基幹事業

関連社会資本
整備事業

観光客増加への魅力向上事業

平成25年度

効果促進事業

削除・追加による指標等への影響

３）定量的に表現できない定性的
　　な効果発現状況

特になし

42%景観向上達成面積率 44.2%

平成21年度～平成24年度 全体事業費 1,480,000

橿原市今井地区における環境整備及び景観向上による魅力あるまちづくり

計画期間奈良県 市町村名 橿原市

0%

H21当初

最終目標値 最終評価値

H25末

12.2%

単位
当初現況値

達成見込みの
有無 所見（効果発現要因等）

達成度
※

　用地買収の遅れにより、道路の供用が遅れてい
る。しかしながら、観光客は増加しており、本事業
完成時には、さらなる増加が見込まれる。
　今後も、今井町に観光客を呼び込む道路として、
今井町らしさを演出できるよう、景観向上に努め
る。

平成24年度

　今井周辺地区の景観は、今井地区に相応しい景観
に配慮した道路整備を推進しており、事業の進捗と
ともに景観が向上している。シンボルロードとなる
当該道路が完成すれば、快適な歩行空間とともに景
観向上が期待できる。
　また、道路景観の向上は、地域住民の意識高揚に
繋がっていると考えられる。今後は道路整備のみで
はなく、周辺の整備事業と連動して、面的に今井町
の景観の向上を図る。

２）社会資本総合整備計画に記
　　載した数値目標の達成状況

指標3

今井町への年間観光客増加率

指標

指標2

指標1

交付期間の変更 当初 ～

なし

なし

事業名

H25年度より県の整備計画へ移行

H24年度補正分より県の整備計画へ移行

今井五井線（今井地区）

畝傍駅前通り線（今井地区）

削除・追加した理由

無電柱化事業

集客を促進する「休憩・眺望ゾーン」の創設

平成21年度 変更 平成21年度 ～



４）地区の概要

５）総合所見
　事業の執行は、計画通り進捗しておらず、指標１、２ともに最終評価の目標を達成できなかった。観光客数は、年により増減があるが、他事業の効果もあり、トレンド的に
は増加傾向にある。今後は、最終目標値を達成するため、地元との調整をはかり、円滑な事業執行に努める。

６）今後の方策

・用地取得が難航していたが、今井五井線で解決の見込みがついた。　今後は、改良工事を早期に進め事業を完了する予定である。
・畝傍駅前通り線の交通広場予定地では、今井町の環濠が発掘されたため、環濠復元等の検討を地元及び担当課で行っており今後は、それらを取りまとめた後に
　環濠復元等の進捗を図る。
・効果促進事業は、基幹事業の最終工程で執行する予定のため着手できていない。目標をより効果的に達成するため今後、事業を調整する予定である。

駐車場整備

他事業による景観向上工事

道路整備

8-A1　今井五井線

8-C2　集客を促進する
         「休憩・眺望ゾーン」の創設

　8-C1　無電柱化事業

今井地区(街路整備)

　8-C3　観光客増加への
　          魅力向上事業

国道166号

8-A2　畝傍駅前通り線
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